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謹

賀

新

年

　

初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

一
般
社
団
法
人

福
島
県
空
調
衛
生
工
事
業
協
会

快適な生活環境追及
　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様

を
は
じ
め
、
関
係
各
位
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
つ
つ
が
な

く
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

福
島
県
内
で
は
、
拠
点
施

設
・
復
興
公
営
住
宅
等
の
整

備
、除
染
の
対
応
等
も
進
み
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

が
着
実
に
進
ん
で
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
今
な
お
多
く

の
県
民
が
避
難
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

住
民
帰
還
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ

ン
も
示
さ
れ
て
き
て
お
り
、

本
県
全
体
で
の
地
方
創
生
に

向
け
て
、
産
業
基
盤
創
出
を

目
指
す
原
動
力
と
し
て
、
福

島
新
エ
ネ
社
会
構
想
や
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構

想
が
確
実
に
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　

我
々
協
会
に
お
い
て
は
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
等
の
積
極

的
な
取
り
組
み
は
も
と
よ

り
、
近
年
の
地
球
温
暖
化
対

策
を
進
め
て
い
る
中
で
も
、

東
日
本
大
震
災
以
降
の
原
子

力
発
電
所
停
止
の
影
響
を
受

け
て
、
電
力
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出

単
位
が
大
き
く
上
昇
し
て
い

る
中
で
、
低
炭
素
社
会
実
現

に
向
け
た
さ
ら
な
る
省
エ
ネ

を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
建
築
物
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
を
図

る
た
め
に
新
た
に
制
定
さ
れ

た
「
建
築
物
省
エ
ネ
法
」
に

基
づ
き
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

省
資
源
に
適
合
し
た
空
調
衛

生
設
備
機
器
へ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
、
そ
し
て
運
用
改
善
等

へ
の
積
極
的
な
推
進
に
向
け

て
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
を
背
景
と
し
て
、
全

産
業
的
に
課
題
と
な
っ
て
い

る
担
い
手
の
確
保
と
定
着
に

向
け
て
、
長
時
間
労
働
の
是

正
・
建
設
現
場
で
の
週
休
２

日
制
実
現
等
、
労
働
環
境
改

善
・
生
産
性
向
上
な
ど
魅
力

あ
る
建
設
産
業
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　

私
た
ち
の
快
適
な
生
活
環

境
を
支
え
て
い
る
の
が
「
空

気
調
和
設
備
・
給
排
水
衛
生

設
備
」の
高
度
な
技
術
で
す
。

未
来
に
向
け
て
様
々
な
環
境

技
術
を
駆
使
し
、
顧
客
に
良

質
で
満
足
の
い
く
設
備
の
提

供
を
最
大
の
目
的
と
し
て
業

界
の
地
位
向
上
・
発
展
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
本
年
も
一
層
の

ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
る
と
共
に
、
益
々

の
ご
隆
盛
と
ご
多
幸
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

地
球
環
境
保
全
の
た
め
に 

力
を
合
わ
せ
て

　謹んで新年の御挨拶を

申し上げます。

　震災から間もなく7年

を迎えようとしておりま

す。

　県民の皆様のたゆまぬ

御努力と国内外からの温

かく力強い御支援によ

り、インフラの復旧や新

たな拠点施設の整備進展

を始め、観光地における

にぎわいの回復など、こ

れまでの取組の成果が着

実に形となって現れてまいりました。

　また、避難指示が解除された地域での伝統行事や祭りの復活、

若者や子どもたちの文化・スポーツ両面における活躍、全国新酒

鑑評会での金賞受賞数5年連続日本一の快挙など、「福島の誇り」

を取り戻す明るい話題も増えてまいりました。

　一方で、今もなお、5万人を超える方々が避難を続けているほか、

避難地域の再生や被災者の生活再建、廃炉・汚染水対策、風評・風

化の問題など、前例のない課題が山積しております。

　県といたしましては、引き続き直面する課題に一つ一つ挑戦を

続けながら、「新生ふくしま」の実現に向け、着実に取組を進め

てまいります。

　避難地域の復興再生につきましては、復興の基盤となる交通イ

ンフラの整備を始め、古里に帰還された方々の生業の再生と新産

業の創出、心のケアや医療・介護提供体制の構築など、被災者に

寄り添った支援をしっかりと進めてまいります。

　また、2020年の東京オリンピック・パラリンピックにおいて、

浪江町に整備する世界最大規模の水素製造拠点で作られた水素を

活用することを働き掛けるなど、復興五輪のシンボルとなるよう、

関係機関と一丸となって取組を進めてまいります。

　地方創生・人口減少対策につきましては、本県は原発事故の問

題も抱えており、人口減少は極めて厳しい状況にあります。その

ため、結婚・出産・子育てに対する切れ目のない支援を充実させる

とともに、若者の地元定着や首都圏等からの還流、働きやすい環

境づくりもしっかりと進めるほか、定住・二地域居住や健康長寿

に向けた取組など、市町村と緊密に連携しながら重点的に取り組

んでまいります。

　美しい自然、特色ある歴史や伝統文化、豊かな食などの本県の

持つ様々な魅力をいかし、そして古里への熱い思いを抱き、「何

としても福島を復興させたい」と懸命に努力を続ける方々と力を

合わせ、挑戦を続けながら、福島の明るい未来を切り拓いてまい

りますので、今後とも一層の御支援、御協力をお願い申し上げ、

新年の御挨拶といたします。

挑戦を続け、未来を切り拓く

福
島
県
知
事　

内
堀
雅
雄

低
炭
素
社
会
実
現
へ

持
て
る
環
境
技
術
駆
使　

魅
力
あ
る
建
設

産
業
目
指
し
て

　

当
協
会
が
加
盟
す
る
日
本

空
調
衛
生
工
事
業
協
会
（
日

空
衛
、
長
谷
川
勉
会
長
）
は

昨
年
12
月
５
日
、
国
土
交
通

省
と
の
定
例
意
見
交
換
会
を

東
京
都
内
で
開
い
た
。
議
題

は
①
安
定
的
・
持
続
的
な
工

事
量
の
確
保
②
建
設
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
効
果

的
運
用
│
な
ど
６
項
目
。
建

設
業
界
に
と
っ
て
も
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
「
働
き

方
改
革
」
に
関
連
す
る
要
望

や
懸
念
を
伝
え
、
国
交
省
の

支
援
を
求
め
る
と
と
も
に
、

「
適
正
な
工
期
設
定
」
な
ど

に
つ
い
て
の
同
省
と
し
て
の

考
え
方
や
、
施
策
の
方
向
性

に
つ
い
て
確
認
し
た
。

働
き
方
改
革
な
ど
で

国
交
省
と
意
見
交
換

平成30年　　　　年頭のごあいさつ

一般社団法人 福島県空調衛生工事業協会

会長　松原　兼一

　

県
総
合
設
備
協
会
（
大
槻

博
太
会
長
）
は
２
月
２
日
午

後
５
時
半
か
ら
、
福
島
市
の

ホ
テ
ル
辰
巳
屋
で
平
成
30
年

新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
く
。

　

賀
詞
交
歓
会
に
先
立
ち
午

後
４
時
か
ら
新
春
講
演
会
。

村
井
弘
道
県
土
木
部
建
築
担

当
次
長
を
招
い
て
講
話
を
聴

く
。

来
月
２
日
に
新
春
講

演
会
、
賀
詞
交
歓
会

県
総
合
設
備
協
会
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 【
県
北
支
部
】  

昨
年
11
月

11
日
、
福
島
市
内
の
荒
川
桜

づ
つ
み
河
川
公
園
で
、
福
島

地
区
管
工
事
協
同
組
合
青
年

部
と
合
同
の
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
た
。

地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と

な
っ
て
い
る
公
園
を
清
掃

し
、環
境
の
美
化
に
努
め
た
。

　

両
団
体
か
ら
約
70
人
が
参

加
し
、
河
川
敷
や
公
園
内
に

捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

容
器
、
紙
く
ず
、
ビ
ニ
ー
ル

類
な
ど
の
ゴ
ミ
回
収
に
汗
を

流
し
た
。

　

清
掃
終
了
後
、
両
団
体
が

入
居
す
る
福
島
管
工
事
会
館

で
芋
煮
会
を
開
催
し
た
。
参

加
者
は
協
力
し
て
調
理
し
た

芋
煮
に
舌
鼓
を
打
ち
、
和
や

か
に
親
睦
を
深
め
合
っ
た
。

　

 【
会
津
支
部
】  

県
の
出
先

機
関
等
と
当
協
会
会
津
支

部
、
県
電
設
業
協
会
会
津
支

部
の
意
見
交
換
会
は
昨
年
11

月
17
日
、
会
津
若
松
市
の
全

会
津
電
気
工
事
協
同
組
合
会

館
で
開
い
た
。

　

県
か
ら
会
津
若
松
、
喜
多

方
、南
会
津
建
設
事
務
所
と
、

会
津
大
学
の
関
係
部
課
長

ら
、
２
団
体
か
ら
は
当
協
会

の
安
部
井
省
治
支
部
長
、
電

設
協
の
佐
藤
脩
一
支
部
長
ら

が
出
席
。
会
津
若
松
建
設
事

務
所
担
当
者
が
「
工
事
検
査

結
果
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
」、

南
会
津
建
設
事
務
所
担
当
者

が「
道
路
照
明
灯
設
置
工
事
」

の
注
意
点
を
説
明
し
、
安
部

井
、
佐
藤
両
支
部
長
が
設
備

業
界
の
近
況
を
報
告
。
相
互

に
情
報
提
供
し
、
業
務
実
施

上
の
課
題
な
ど
で
意
見
を
交

わ
し
た
。

　

第
51
回
県
建
設
業
労
働
災

害
防
止
大
会
（
主
催
・
建
設

業
労
働
災
害
防
止
協
会
県
支

部
）
は
昨
年
７
月
27
日
、
福

島
市
の
県
建
設
セ
ン
タ
ー
で

開
き
、
関
係
者
が
一
丸
と

な
っ
た
労
災
防
止
活
動
の
徹

底
な
ど
、
労
災
減
少
・
死
亡

災
害
絶
滅
へ
決
意
を
新
た
に

し
た
ほ
か
、
労
災
防
止
に
功

労
・
功
績
の
あ
っ
た
事
業
場
、

個
人
を
表
彰
し
た
。

　

28
年
度
安
全
競
争
表
彰
・

管
工
事
部
門
で
は
文
化
設
備

工
業
㈱
が
優
勝
。
こ
の
ほ
か

当
協
会
会
員
は
ク
レ
ハ
設
備

㈱
が
準
優
勝
し
、
三
共
設
備

㈱
が
１
位
、
㈱
ア
ク
ー
ズ
会

津
が
２
位
入
賞
し
た
。

　

大
会
に
は
建
設
関
係
団
体

代
表
ら
１
３
０
人
が
出
席
。

小
野
利
廣
支
部
長
が
「
労
災

防
止
は
人
命
尊
重
の
観
点
は

も
と
よ
り
、
企
業
が
健
全
に

発
展
し
て
い
く
上
で
も
不
可

欠
な
も
の
。
全
力
で
行
う
安

全
活
動
の
積
み
重
ね
が
大
切

で
あ
り
、
こ
の
地
道
な
活
動

が
ゼ
ロ
災
害
に
つ
な
が
る
」

と
述
べ
、
事
故
防
止
対
策
の

徹
底
を
訴
え
た
。

　

来
賓
の
島
浦
幸
夫
福
島
労

働
局
長
、
室
井
良
文
県
土
木

部
技
監
ら
が
祝
辞
を
述
べ
、

清
水
俊
明
同
局
労
働
基
準
部

健
康
安
全
課
長
が
建
設
工
事

に
係
る
災
害
防
止
対
策
に
つ

い
て
特
別
講
話
し
た
。

　

①
死
亡
災
害
を
全
産
業
の

20
％
以
内
に
減
少
②
リ
ス
ク

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
確
実
な
実

施
の
推
進
③
建
設
業
労
働
安

全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
導
入
の
推
進
④
墜
落
・

転
落
災
害
、
建
設
機
械
・
ク

レ
ー
ン
災
害
、
崩
壊
・
倒
壊

災
害
な
ど
３
大
災
害
の
絶
滅

に
努
め
る
⑤
総
合
工
事
業

者
・
専
門
工
事
業
者
に
よ
る

自
主
的
安
全
衛
生
管
理
活
動

の
推
進
⑥
安
全
衛
生
の
専
門

家
に
よ
る
復
旧
・
復
興
工
事

に
関
す
る
安
全
衛
生
教
育
・

相
談
等
の
推
進
―
を
重
点
と

す
る
安
全
の
誓
い
を
採
択
。

労
災
の
減
少
と
死
亡
災
害
の

絶
滅
を
目
指
し
て
、
関
係
者

が
一
丸
と
な
っ
て
安
全
・
安

心
・
健
康
で
働
け
る
快
適
な

職
場
環
境
の
形
成
に
努
め
る

こ
と
を
誓
っ
た
。

　

当
協
会
は
昨
年

11
月
７
日
、
福
島

市
の
ア
オ
ウ
ゼ
で

平
成
29
年
度
経
営

改
善
研
修
会
を
開

い
た
。
今
回
は
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

養
成
研
修
と
し

て
、
ビ
ジ
ネ
ス
に

お
い
て
求
め
ら
れ

る
リ
ー
ダ
ー
の
資

質
、
役
割
な
ど
を
学
ん
だ
。

講
師
を
務
め
た
損
保
ジ
ャ
パ

ン
日
本
興
亜
ビ
ジ
ネ
ス
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
伴
高
伸

モ
ー
タ
ー
・
Ｓ
Ｓ
支
援
部
企

画
グ
ル
ー
プ
長
は
、
組
織
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
た
め
に
は

「
自
分
を
知
る
こ
と
が
不
可

欠
だ
」
と
し
て
、
自
己
の
長

所
と
短
所
を
分
析
・
把
握
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
生
か

し
た
、
あ
る
べ
き
自
分
の

リ
ー
ダ
ー
像
を
明
確
に
す
べ

き
と
受
講
者
に
促
し
た
。

　

本
研
修
会
は
、
会
員
企
業

の
経
営
体
質
強
化
を
目
的
と

し
て
毎
年
開
い
て
い
る
。
企

業
経
営
の
上
で
人
材
確
保
・

育
成
が
大
き
な
課
題
と
な
る

中
で
、
時
代
に
即
し
た
人
材

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
学
ん
だ
昨

年
度
に
引
き
続
き
今
回
、
連

続
講
座
と
し
て
、
経
営
者
に

求
め
ら
れ
る
も
の
は
何
か
を

学
ん
だ
。
会
員
企
業
の
経
営

者
ら
31
人
が
受
講
し
た
。

　

初
め
に
、
研
修
会
を
主
管

す
る
経
営
委
員
会
の
古
川
敏

博
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
し
、

「
昨
年
度
開
催
し
た
『
組
織

活
性
化
に
よ
る
収
益
ア
ッ
プ

研
修
』
に
続
き
、
企
業
経
営

者
が
直
面
す
る
課
題
を
テ
ー

マ
に
取
り
上
げ
た
。
組
織
の

リ
ー
ダ
ー
に
な
る
た
め
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
毎
日

思
っ
て
い
る
悩
み
を
解
決
す

る
た
め
の
糸
口
と
し
た
い
」

と
呼
び
か
け
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
は
①

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
パ
ワ
ー

シ
ッ
プ
②
周
囲
の
期
待
と
自

分
の
役
割
③
人
間
の
心
理
と

欲
求
段
階
④
自
分
の
長
所
と

短
所
の
把
握
⑤
周
囲
か
ら
見

た
自
分
。

　

伴
氏
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
定

義
を
「
地
位
や
特
権
で
は
な

く
、
つ
き
従
う
者
が
い
る
こ

と
。
信
頼
の
上
に
成
り
立
つ

も
の
だ
」
と
し
、「
そ
の
人

を
リ
ー
ダ
ー
に
し
て
い
る
の

は
周
り
の
部
下
。
そ
れ
に
は

情
報
力
の
質
と
量
、
自
然
に

情
報
が
集
ま
る
人
間
力
、
人

望
、
公
平
で
客
観
的
に
物
事

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
ス
キ

ル
が
欠
か
せ
な
い
」
と
説
い

た
。
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
の

リ
ー
ダ
ー
に
は
さ
ら
に
、
部

下
に
対
し
て
目
標
を
掲
げ
叱

咤
す
る
だ
け
で
な
く
、「
見

通
し
づ
け
」
と
し
て
、
達
成

に
向
け
た
具
体
的
な
方
法
を

示
し
、
仕
事
の
計
画
段
階
に

参
画
さ
せ
て
責
任
を
持
た
せ

る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
と
し

た
。

　

人
を
自
発
的
に
動
か
す
具

体
例
と
し
て
、
そ
の
人
が
持

つ
能
力
や
可
能
性
の
発
揮
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
「
コ
ー
チ
ン

グ
」
の
手
法
を
使
っ
て
、
青

山
学
院
大
学
を
箱
根
駅
伝
３

連
覇
の
強
豪
に
押
し
上
げ
た

同
大
陸
上
競
技
部
・
原
晋
監

督
の
例
を
挙
げ
「
組
織
を
動

か
す
に
は
動
機
づ
け
が
大
切

だ
」
と
強
調
し
た
。

　

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質

を
身
に
付
け
る
上
で
、
押
さ

え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
が
「
理
想
の
リ
ー
ダ
ー

像
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
。

自
分
の
適
性
に
合
っ
た
リ
ー

ダ
ー
像
を
目
指
す
べ
き
だ
と

し
て
、
本
当
の
自
分
を
見
極

め
、
あ
る
べ
き
リ
ー
ダ
ー
像

を
描
い
て
人
間
力
を
磨
く
努

力
を
促
し
た
。

　

本
当
の
自
分
を
知
る
た
め

に
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
タ
イ

ル
診
断
」
の
手
法
を
用
い
た

自
己
評
価
と
、
他
人
の
目
か

ら
評
価
付
け
を
す
る
た
め
の

グ
ル
ー
プ
討
議
も
行
っ
た
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
タ
イ
ル
は
、

個
人
の
習
慣
化
し
た
行
動
パ

タ
ー
ン
を
①
思
考
派
②
協
調

派
③
行
動
派
④
感
覚
派
の
大

き
く
４
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類

し
た
も
の
。
研
修
会
で
は
参

加
者
が
実
際
に
グ
ル
ー
プ
討

議
を
行
う
こ
と
で
、
自
己
評

価
と
他
人
の
評
価
の
違
い
を

実
感
し
た
。

　

建
設
産
業
の
第
一
線
で
活

躍
す
る
建
設
技
能
者
を
た
た

え
る
優
秀
施
工
者
の
知
事
・

県
建
設
産
業
団
体
連
合
会
長

顕
彰
式
が
昨
年
10
月
27
日
、

福
島
市
の
杉
妻
会
館
で
行
わ

れ
た
。
当
協
会
か
ら
㈱
エ
ヌ

エ
ス
工
業
の
村
上
典
央
さ
ん

が
建
産
連
会
長
顕
彰
を
受
け

た
。

　

優
秀
施
工
者
顕
彰
は
、
現

場
従
事
者
の
誇
り
と
意
欲
を

高
め
、
そ
の
能
力
・
資
質
と

社
会
的
評
価
・
地
位
の
向
上

を
図
り
、
建
設
業
の
健
全
な

発
展
に
つ
な
げ
よ
う
と
実
施

し
て
い
る
。
今
年
度
受
賞
者

は
知
事
顕
彰
２
人
、
県
建
設

産
業
団
体
連
合
会
長
顕
彰
14

人
。

　

顕
彰
式
に
は
受
賞
者
と
建

産
連
加
盟
団
体
の
代
表
者
ら

が
出
席
。
畠
利
行
副
知
事
が

知
事
顕
彰
受
賞
者
２
人
に
感

謝
状
を
授
与
し
、
小
野
利
廣

建
産
連
会
長
が
受
賞
者
代
表

に
賞
状
を
手
渡
し
た
。

　

畠
副
知
事
、
小
野
会
長
が

「
第
一
線
で
真
摯
に
仕
事
に

取
り
組
み
、
技
能
を
発
揮
、

後
進
の
育
成
に
も
情
熱
を
注

ぐ
姿
は
後
進
の
鏡
。
技
術
・

技
能
を
さ
ら
に
磨
い
て
、
今

後
一
層
活
躍
し
て
ほ
し
い
」

と
受
賞
者
を
た
た
え
た
。

　
　
　

＊　
　
　

＊

　

 

村
上
典
央
さ
ん  　

今
回
の

受
賞
は
、
発
注
者
を
は
じ
め

工
事
関
係
者
全
て
の
方
々
の

的
確
な
指
導
と
努
力
の
お
か

げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
地
域
の
発
展
に
貢
献

で
き
る
よ
う
日
々
努
力
す
る

と
と
も
に
、
技
術
の
向
上
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
も

の
を
学
ん
だ
研
修
会
（
上
）

と
グ
ル
ー
プ
討
議
す
る
受
講

者  

支
部
の
う
ご
き

地
域
住
民
の
憩
い

の
場
を
き
れ
い
に

県
出
先
事
務
所
、
会

津
大
学
と
意
見
交
換

　

謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
ま
も
な
く
７
年
を
迎

え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
は
、復
興
・

創
生
期
間
の
２
年
目
で
あ
り
、
東
北
中
央
自

動
車
道
の
相
馬
山
上
Ｉ
Ｃ
・
相
馬
玉
野
Ｉ
Ｃ

間
や
、
福
島
米
沢
間
の
開
通
を
始
め
、
本
県

の
復
興
を
支
援
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

復
興
公
営
住
宅
や
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ

ィ
ー
ル
ド
な
ど
の
福
島
県
の
未
来
を
創
造
す

る
拠
点
施
設
の
整
備
が
進
む
な
ど
、
復
興
に

向
け
た
明
る
い
光
が
一
層
の
強
ま
り
を
見
せ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
復
興
・
創
生
期
間
の
仕
上
げ
に

集
中
す
る
重
要
な
時
期
に
入
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
県
土
の
復
興
を
成
し
遂
げ

る
と
い
っ
た
強
い
意
識
を
持
ち
、
避
難
解
除

等
区
域
周
辺
の
広
域
的
な
物
流
や
地
域
医

療
、
産
業
再
生
等
を
支
援
す
る
ふ
く
し
ま
復

興
再
生
道
路
や
津
波
被
災
地
の
災
害
復
旧
工

事
、
防
災
緑
地
の
整
備
を
着
実
に
進
め
る
と

と
も
に
、
県
民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
を
最

優
先
に
社
会
資
本
の
整
備
や
管
理
を
通
じ
、

活
力
に
満
ち
た
「
新
生
ふ
く
し
ま
」
の
実
現

に
向
け
、全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

県
全
体
と
し
て
は
、
広
域
的
な
連
携
・
交

流
を
支
え
地
域
の
活
力
を
高
め
る
災
害
に
強

い
道
路
整
備
や
、
県
民
生
活
の
安
全
・
安
心

を
支
え
る
治
水
・
砂
防
対
策
、
良
好
な
市
街

地
形
成
を
図
る
都
市
基
盤
の
整
備
、
定
住
・

二
地
域
居
住
を
促
進
す
る
住
宅
対
策
、
海
上

物
流
の
拠
点
と
な
る
港
湾
整
備
な
ど
を
計
画

的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
建
設
か
ら
長
期
間

が
経
過
す
る
施
設
の
増
大
に
対
応
す
る
た

め
、
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
予
防
保
全

の
考
え
方
に
基
づ
い
た
計
画
的
な
維
持
管
理

を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
建
設
産
業
が
地
域
を
支
え
る
活

力
あ
る
産
業
と
し
て
、
持
続
的
に
発
展
し
て

い
け
る
よ
う
、昨
年
３
月
に
策
定
し
た「
ふ
く

し
ま
建
設
業
振
興
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、建
設

産
業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
昨
年
、
ス
タ
ー
ト
し
た
産

学
官
の
連
携
に
よ
る
「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
技
術
者
育
成
協
議
会
」
に
よ
る
イ
ン
フ

ラ
の
維
持
管
理
を
担
う
技
術
者
育
成
や
、
生

産
性
向
上
を
図
る
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
モ
デ
ル
工
事
の
実
施
な
ど
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も
県
内
建
設
産
業
に
携
わ
る
皆
様

の
お
力
添
え
な
し
に
は
県
土
の
復
興
を
成
し

遂
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
県
で
は
震
災

等
の
復
興
事
業
は
も
と
よ
り
、
福
島
の
将
来

を
見
据
え
た
県
土
づ
く
り
を
し
っ
か
り
と
進

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
一
層
の

御
支
援
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

自
己
を
知
り
人
間
力
磨
け

リ
ー
ダ
ー
の
資
質
、役
割
学
ぶ

安 全 競 争  
管工事部門

文
化
設
備
工
業
が
優
勝

建
災
防
大
会　

ゼ
ロ
災
へ
誓
い
新
た

優秀施工者

一
線
の
建
設
技
能
者
に
光

村
上
さ
ん
県
建
産
連
会
長
顕
彰

村上典央さん

復興成し遂げ「新生ふくしま」実現

福島県土木部長　大河原　聡

29年度経営改善研修会
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　新しい年を迎え、謹んで新春の御
挨拶を申し上げます。
　皆様には、日頃本県の建築行政の
推進につきまして、格段の御協力を
いただき厚く御礼を申し上げます。
　東日本大震災から間もなく７年
を迎えようとしておりますが、今も
なお、避難地域の再生や被災者の生
活再建等、福島の復興はまだ途上に
あります。
　この間、交通インフラの復旧等を
始め、避難指示が解除された地域の
復興の歩みが進むとともに、福島の
未来を拓く様々な拠点施設の整備
も進展するなど、これまでの取組の
成果が着実に形となって現れてま
いりました。
　建築総室では、引き続き、被災者
の居住の安定を確保するため、復興
公営住宅の計画的な供給や民間住
宅への再建支援等を行うとともに、
双葉郡中高一貫校である「ふたば未
来学園」の工事に着手し、重点的に
工事監理を行ってまいります。
　今年は、「ふたば未来学園」の整
備完了に努めるとともに、「ふくし

ま新生プラン」や「福島県復興計画」
の重点プロジェクトである「ロボッ
トテストフィールド研究開発施設」
「東日本大震災・原子力災害アーカ
イブ施設」及び「保健医療従事者関
連施設」の整備等、復興・再生の柱
となる事業を計画的に進めてまい
ります。
　また、「東京オリンピック・パラリ
ンピック大会」に向け、復興五輪の
シンボルとなるよう、野球・ソフト
ボール競技の会場となる県営あづ
ま球場の改修等、関係団体等とオー
ルふくしまの体制で、大会の成功に
向け取り組んでまいります。
　更に、県有建築物の整備におきま
しては、昨年５月に策定した、県有
建築物におけるエネルギー消費量
の削減目標等を示す整備指針に基
づき、環境にやさしく、環境負荷の
少ない建築物を目指します。
　県内では復興に向けた明るい光
が着実に広がりを見せており、今後
とも、世界に誇れる復興を成し遂げ
るため、直面する一つ一つの課題に
全力で挑戦し続けながら、「夢・希
望・笑顔に満ちた“新生ふくしま”」
の実現に向け取り組んでまいりま
すので、今後とも一層の御支援、御
協力をお願い申し上げます。

未来を拓く拠点整備進展 
世界に誇れる復興を遂行

県
土
木
部
建
築
総
室　
　
　
　

平
成
30
年
事
業
展
望

29年度特別技術講習会

　

今
年
度
の
特
別
技
術
講
習

会
は
昨
年
９
月
26
日
、
福
島

市
の
ア
オ
ウ
ゼ
で
開
き
、「
省

エ
ネ
法
改
正
か
ら
建
築
物
省

エ
ネ
法
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、

昨
年
４
月
に
完
全
施
行
さ
れ

 

建
築
物
省
エ
ネ
法
へ
の
対
応

を
勉
強
し
た
講
習
会
（
上
）

と
講
師
の
佐
藤
氏  

た
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る

法
律
（
建
築
物
省
エ
ネ
法
）」

の
内
容
を
勉
強
、
空
調
機
器

の
対
応
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
た
。
会
員
企
業
の
技
術
者

ら
36
人
が
受
講
し
た
。

　

特
別
技
術
講
習
会
は
、
高

度
な
設
備
技
術
習
得
の
た
め

技
術
委
員
会
事
業
と
し
て
毎

年
開
い
て
い
る
も
の
。
初
め

に
、
技
術
委
員
会
担
当
の
大

内
弘
之
副
会
長
が
「
わ
れ
わ

れ
建
築
設
備
工
事
業
に
関
連

す
る
技
術
の
向
上
、
法
改
正

な
ど
の
動
き
は
目
ま
ぐ
る
し

く
、
講
習
を
通
じ
て
知
識
を

習
得
。
そ
の
成
果
を
持
ち

帰
っ
て
、
社
内
で
共
有
し
て

ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

ダ
イ
キ
ン
Ｈ
Ｖ
Ｖ
Ａ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
東
北
の
佐
藤

誠
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
部

長
が
講
師
を
務
め
、
法
改
正

の
中
身
と
建
築
設
備
工
事
事

業
者
と
し
て
押
さ
え
て
お
く

べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
講
義
し

た
。

　

建
築
物
省
エ
ネ
法
は
、
１

９
７
９
年
に
制
定
さ
れ
た

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合

理
化
に
関
す
る
法
律
」（
省

エ
ネ
法
）
に
替
わ
り
、
２
０

１
５
年
に
制
定
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
消
費
量
が
著
し
く
増

加
し
て
い
る
建
築
物
の
分
野

で
、
抜
本
的
な
省
エ
ネ
化
を

進
め
る
た
め
、
２
０
２
０
年

ま
で
に
、
新
築
住
宅
・
建
築

物
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
適

合
義
務
化
を
段
階
的
に
進
め

る
も
の
。

　

従
前
の
省
エ
ネ
法
が
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
管
理
を
主
目
的
と

し
、
設
備
の
省
エ
ネ
性
に
重

点
を
置
い
て
い
た
の
に
対

し
、
建
築
物
省
エ
ネ
法
で
は

建
物
の
断
熱
性
を
含
め
て
管

理
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

①
大
規
模
非
住
宅
建
築
物

の
省
エ
ネ
基
準
適
合
義
務
等

の
「
規
制
措
置
」
②
省
エ
ネ

基
準
に
適
合
し
て
い
る
旨
の

表
示
制
度
、
誘
導
基
準
に
適

合
し
た
建
築
物
の
容
積
率
特

例
の
「
誘
導
措
置
」
│
の
大

き
く
２
本
立
て
で
構
成
し
、

ま
ず
一
昨
年
４
月
か
ら
、
性

能
向
上
計
画
認
定
・
容
積
率

特
例
や
省
エ
ネ
に
関
す
る
表

示
制
度
な
ど
の
「
誘
導
措
置

（
任
意
）」
部
分
が
施
行
。
昨

年
４
月
に
は
、
２
０
０
０
平

方
㍍
以
上
の
大
規
模
な
非
住

宅
建
築
物
（
特
定
建
築
物
）

に
対
し
、
新
築
時
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
基
準
（
省
エ

ネ
基
準
）
へ
の
適
合
を
義
務

化
、
中
規
模
建
築
物
に
新
・

増
改
築
時
の
計
画
の
届
け
出

を
義
務
付
け
る
な
ど
の
規
制

措
置
（
義
務
）
部
分
が
施
行

に
な
っ
た
。

　

規
制
措
置
施
行
後
、
適
合

性
判
定
の
対
象
と
な
る
建
築

物
は
、
省
エ
ネ
基
準
に
適
合

し
て
い
な
い
と
、
建
築
基
準

法
の
確
認
済
証
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
。

　

佐
藤
部
長
は
こ
う
し
た
背

景
を
踏
ま
え
て
「
建
築
物
省

エ
ネ
法
は
、
２
０
２
０
年
ま

で
の
段
階
的
義
務
化
の
第
１

弾
。今
後
全
て
の
新
築
住
宅
・

建
築
物
の
適
合
合
理
化
に
向

け
た
始
ま
り
だ
」
と
し
て
対

応
を
促
し
た
。

建築物省エネ法

空
調
機
器
の
対
応
勉
強

基
準
適
合
義
務
化
で
講
習
会

　

今
年
度
の
県
優
良
建
設
工

事
に
、
当
協
会
会
員
企
業
施

工
の
２
工
事
が
選
ば
れ
た
。

表
彰
式
は
昨
年
９
月
13
日
、

福
島
市
の
杉
妻
会
館
で
行
わ

れ
、
施
工
４
社
が
内
堀
知
事

か
ら
表
彰
状
と
記
念
の
盾
を

受
け
た
。

　

受
賞
工
事
は
土
木
部
・
機

械
設
備
部
門
の
「
医
療
機
器

開
発
・
安
全
性
評
価
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
整
備
（
空
気

調
和
）
工
事
」（
郡
山
市
）

＝
セ
コ
ム
エ
ン
ジ
・
内
藤
・

聡
土
木
部
長
ら
両
部
幹
部
と

来
賓
の
県
議
会
・
杉
山
純
一

議
長
、遊
佐
久
男
農
林
水
産
、

矢
吹
貢
一
土
木
両
委
員
長
、

小
野
利
廣
県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
長
、
鈴
木
武
男
県
建

設
業
協
会
専
務
理
事
、
栁
沼

秀
徳
県
土
地
改
良
建
設
協
会

長
、
齋
藤
卓
夫
県
森
林
・
林

業
・
緑
化
協
会
長
、
松
原
文

司
県
管
工
事
協
同
組
合
連
合

会
長
、
大
槻
博
太
県
電
設
業

協
会
長
、
当
協
会
の
松
原
兼

一
会
長
が
出
席
し
た
。

エ
ヌ
エ
ス
特
定
Ｊ
Ｖ
（
構
成

＝
セ
コ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
㈱
、
㈱
内
藤
工
業
所
、
㈱

エ
ヌ
エ
ス
工
業
）
と
、「
県

立
博
物
館
冷
却
塔
外
改
修
工

事
」（
会
津
若
松
市
）
＝
㈱

ア
ク
ー
ズ
会
津
。
セ
コ
ム
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
内
藤
工

業
所
は
初
め
て
、
エ
ヌ
エ
ス

工
業
は
昨
年
度
に
続
き
２
度

目
、
ア
ク
ー
ズ
会
津
は
３
度

目
の
受
賞
と
な
っ
た
。

　

式
に
は
内
堀
知
事
、
佐
竹

浩
農
林
水
産
部
長
、
大
河
原

　

内
堀
知
事
が
「
受
賞
工
事

は
高
い
技
術
力
、
優
秀
な
施

工
管
理
能
力
に
裏
打
ち
さ
れ

た
建
設
工
事
に
携
わ
る
者
の

模
範
で
あ
り
、
本
県
の
復
興

と
発
展
の
礎
。
技
術
に
磨
き

を
か
け
本
県
の
復
興
・
創
生

に
一
層
の
力
添
え
を
願
い
た

い
」
と
式
辞
を
述
べ
、
来
賓

の
杉
山
議
長
は
「
受
賞
を
新

た
な
契
機
に
、
本
県
の
地
域

創
生
へ
一
層
尽
力
し
て
ほ
し

い
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

県
の
優
良
工
事
知
事
表
彰

は
、
建
設
技
術
の
向
上
と
発

展
を
期
し
て
昭
和
42
年
度
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
。
今
年
度

は
28
年
度
に
完
成
し
た
農
林

水
産
、
土
木
両
部
発
注
工
事

で
36
工
事
が
受
賞
し
た
。

 【医療機器開発・安全性評価センター（仮称）整備（空気
調和）工事】� 
 ▼寸評＝本工事は、医療機器の開発から事業化までを一
体的に担う医療機器開発支援拠点施設整備における空気
調和設備工事である。市街地の高台に整備するため周囲
への景観の配慮が求められる条件の中、当初計画してい
た空調熱源機器用煙突の景観への影響が懸念されたた
め、3Ｄ－ＣＡＤを用い煙突の高さや本数、設置位置等
に関する綿密なシミュレーションを実施した上で大幅な
仕様等の変更を提案し、良好な出来栄えを実現している。
また、空調用冷温水管について、当初設計で指定した鋼
管の耐震性、耐食性、熱損失防止等を検討し、隠ぺい部
および一部の機械室に耐震型高性能ポリエチレン管を提
案し採用に至るとともに、実績の少ない空調熱源への地
中熱設備について、熱交換効率の高い直列回路による配

管施工を提案し採用となったことは、良好な品質確保に
貢献するとともに、工事監理者の判断を適切に支援した
姿勢は高く評価できる。また、屋上横引きダクト天板の
勾配加工による腐食防止や、フィルター交換用点検通路
の設置等、設備の耐久性やメンテナンス性を十分に考慮
した施工は完成度も高く、工事全体の出来形や出来栄え
についても優秀性が認められる。
 ▼概要�▽施工地＝郡山市富田町字若宮前・同字満水田地
内▽工事内容＝空気調和設備工事▽請負額＝18億9059万
760円

 【県立博物館冷却塔外改修工事】� 
 ▼寸評＝�本工事は、県立博物館に設置されている空気調
和設備の冷却塔や冷温水ポンプ等の機器・配管等が経年
劣化により老朽化したため、更新するものである。既存
設備等との調整、整合が求められる条件の中、施工準備
の段階で機器を設置する既存コンクリート基礎の詳細実

測により、社内規格値である誤差±3㎜以内の精度で機
器取り付け架台を製作し、冷却塔の設置傾きを垂直度±
10㎜内での据り付けを行うとともに、配管施工において
も、地下ピットや屋上機械室等の狭あいな条件下にも関
わらず、細部まで丁寧な出来栄えに仕上げた施工管理手
法は優秀である。また、工事対象外の機器、配管等の調査、
確認を実施し、劣化したバルブの更新を提案、採用とな
り、空調システム全体の維持管理に配慮する姿勢が見ら
れた。さらに、入館者の利便性を最優先にしなければな
らない制約条件の中、施設管理者との綿密な工程調整を
行い、休館日を最大限に活用した搬入計画等を立案し、
17日間の工期短縮を実現した工程管理にも優秀性が認め
られる。
 ▼概要�▽施工地＝会津若松市城東町地内▽工事内容＝冷
却塔更新2基、冷却水ポンプ更新1台▽請負額＝1億41万
5160円

 

内
堀
知
事
か
ら
晴
れ
の
表
彰
を
受
け
る
（
上
か
ら
）
セ
コ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
吉
成
進
、
内
藤
工
業
所
・

小
野
勘
、
エ
ヌ
エ
ス
工
業
・
根
本
剛
、
ア
ク
ー
ズ
会
津
・
熊
田
広
美
代
表
取
締
役  

県優良建設工事

地
域
創
生
へ
一
層
の
尽
力
誓
う

29年度県優良建設工事知事表彰受賞工事概要

技
術
の
勲
章
４
社
に
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
「
空

衛
ふ
く
し
ま
」
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
ほ
と
ん
ど

の
み
な
さ
ま
が
初
詣
に
行
か

れ
て
「
商
売
繁
盛
」
を
お
祈

り
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
現
在
は
好
景
気
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
昨

夏
に
は
、「
今
回
」
の
景
気

拡
大
期
間
は
「
バ
ブ
ル
」
を

超
え
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
あ
の
時
代
を

知
る
現
在
40
代
以
降
の
み
な

さ
ま
は
「
？
」
と
思
わ
れ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
わ
た
し
も

新
入
社
員
と
し
て
都
市
部
で

「
バ
ブ
ル
景
気
」
を
実
体
験

し
た
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
回
の
景
気
に
は
ど
う
し
て

も
実
感
が
伴
い
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
２
つ
の
期
間
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

伸
び
率
・
個
人
消
費
・
実
質

賃
金
の
３
項
目
に
つ
い
て
調

べ
て
み
ま
し
た
が
、「
今
回
」

の
指
標
は
い
ず
れ
も
「
バ
ブ

ル
」
の
足
元
に
も
及
ば
な
い

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
や

は
り
期
間
は
長
い
け
れ
ど
も

心
も
と
な
い
景
気
拡
大
に
は

間
違
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
国
内
の
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
で
、
全
産
業
で

の
若
年
生
産
者
の
確
保
が
難

し
く
な
り
、
人
手
不
足
感
も

ま
す
ま
す
深
刻
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
若

年
層
を
確
保
す
る
に
は
建
設

業
界
挙
げ
て
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
や
、
よ
り
一
層
魅
力
あ

る
職
場
環
境
作
り
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
幸
い
若
い
人
を
確
保
で

き
て
も
一
人
前
に
育
っ
て
も

ら
う
に
は
そ
れ
な
り
の
時
間

を
要
し
ま
す
。
と
い
う
こ
と

で
、
現
在
第
一
線
で
ご
活
躍

さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ま
は
、

お
年
を
重
ね
ら
れ
て
も
な
か

な
か
職
場
か
ら
引
退
さ
せ
て

も
ら
え
な
い
ど
こ
ろ
か
、
そ

の
経
験
・
実
績
を
踏
ま
え
て

ま
す
ま
す
活
躍
の
場
所
・
期

間
は
増
え
て
い
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
昔
、
日
本
人
の
働
き

方
は
「
う
さ
ぎ
小
屋
」
に
住

む
「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ア
ニ
マ

ル
」
だ
と
揶
揄
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
ど
も
心
に
、
そ
ん

な
仕
事
中
毒
の
大
人
に
は
な

り
た
く
な
い
と
思
っ
た
も
の

で
す
が
、
当
時
は
生
産
年
齢

層
が
次
か
ら
次
へ
潤
沢
に
供

給
さ
れ
て
い
た
の
で
、
定
年

ま
で
ガ
ム
シ
ャ
ラ
に
働
い
て

引
退
後
に
第
二
の
人
生
を
送

る
時
間
の
余
裕
が
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
が
、
今
は
国
全
体

で
、
引
退
す
る
の
も
ま
ま
な

ら
な
い
よ
う
な
風
潮
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
定
年

を
迎
え
て
も
、
心
身
が
健
康

な
ら
ば
仕
事
を
続
け
た
い
と

い
う
人
も
確
実
に
増
え
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

そ
れ
で
は
決
し
て
働
き
す

ぎ
る
こ
と
な
く
健
康
に
留
意

さ
れ
、
本
年
が
み
な
さ
ま
に

と
っ
て
希
望
に
満
ち
た
よ
い

年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
お
祈

り
し
て
い
ま
す
。

 【
７
月
】  

▽
３
日　
「
ふ
く
し
ま
復
興

の
実
現
と
課
題
～
震
災
を
乗

り
越
え
る
未
来
を
語
る
」
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（
倉
島
社
長
・
猪
狩
専
務
）

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ

▽
13
日　

東
北
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
平
成
29
年
度
第
３

回
理
事
会
（
松
原
会
長
）
宮

城
県
管
工
事
会
館

▽
21
日　
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

が
ん
ば
ろ
う
！
東
北
」（
猪

狩
専
務
）
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル

▽
20
日　

平
成
29
年
度
福
島

県
総
合
防
災
訓
練　

第
２
回

全
体
会
議
（
猪
狩
専
務
）
福

島
市
国
体
記
念
体
育
館

▽
24
日　

東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
復
興
ふ
く
し
ま
推
進
会

議
＆
ふ
く
し
ま
大
交
流
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
（
猪
狩
専
務
）
ホ

テ
ル
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

 【
８
月
】  

▽
７
日　

県
庁
あ
い
さ
つ
回

り
（
松
原
会
長
・
大
内
副
会

長
・
猪
狩
専
務
）
福
島
県
庁

▽
８
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
平
成
29
年
度
第
３
回

参
与
会
（
猪
狩
専
務
）
県
建

設
セ
ン
タ
ー

▽
９
日　

県
歴
史
的
建
造
物

保
全
活
用
促
進
協
議
会
第
４

回
総
会
（
猪
狩
専
務
）
ホ
テ

ル
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

▽
31
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
第
14
回
理
事
会
（
松

原
会
長
）
県
建
設
セ
ン
タ
ー

 【
９
月
】  

▽
５
日　

日
本
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
東
北
支
部
平
成
29

年
度
第
１
回
正
副
支
部
長
会

議
（
松
原
会
長
）
宮
城
県
管

工
事
会
館

▽
５
日　

東
北
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
平
成
29
年
度
第
４

回
理
事
会
（
松
原
会
長
）
宮

城
県
管
工
事
会
館

▽
５
日　

県
建
設
業
産
学
官

連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＝
県
主

催
（
県
中
・
県
南
支
部
会
員
）

日
本
大
学
工
学
部

▽
７
日　

日
本
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
第
22
回
全
国
事
務

局
代
表
者
会
議（
猪
狩
専
務
）

品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

▽
８
日　

平
成
30
年
度
県
予

算
編
成
に
対
す
る
県
議
会
各

党
要
望
聴
取
会（
松
原
会
長
）

県
庁

▽
13
日　

平
成
29
年
度
県
優

良
建
設
工
事
表
彰
式
（
松
原

会
長
）
杉
妻
会
館

▽
26
日　

平
成
29
年
度
特
別

技
術
講
習
会
（
協
会
会
員
・

技
術
委
員
）
ア
オ
ウ
ゼ

▽
27
日　

日
本
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
東
北
支
部
平
成
29

年
度
総
会
（
松
原
会
長
）
江

陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

 【
10
月
】  

▽
３
日　

東
北
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
平
成
29
年
度
第
５

回
理
事
会
（
松
原
会
長
）
宮

城
県
管
工
事
会
館

▽
４
日　

平
成
29
年
度
東
北

地
方
工
事
安
全
施
工
推
進
大

会
（
松
原
会
長
＝
県
建
設
産

業
団
体
連
合
会
代
表
、
猪
狩

専
務
）
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ

ー
ル
仙
台

▽
11
日　

税
理
士
に
よ
る
中

間
監
査
指
導
（
根
本
事
務
職

員
・
猪
狩
専
務
）
協
会
事
務

所▽
12
日　

日
本
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
第
24
回
全
国
会
議

（
松
原
会
長
）
島
根
県
松
江

市▽
17
日　

平
成
29
年
度
中
間

監
査
会
（
古
川
・
上
西
監
事
、

会
長
、
会
計
理
事
、
事
務
局
）

協
会
事
務
所

▽
17
日　

平
成
29
年
度
第
３

回
役
員
会
・
理
事
会
（
松
原

会
長
、
他
役
員
）
協
会
会
議

室▽
27
日　

県
・
県
建
設
産
業

団
体
連
合
会
平
成
29
年
度
優

秀
施
工
者
顕
彰
式
（
松
原
会

長
、
受
賞
者
＝
エ
ヌ
エ
ス
工

業
・
村
上
典
夫
氏
）
杉
妻
会

館

 【
11
月
】  

▽
１
日　

東
北
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
平
成
29
年
度
第
６

回
理
事
会
（
松
原
会
長
）
宮

城
県
管
工
事
会
館

▽
７
日　

平
成
29
年
度
経
営

改
善
研
修
会
（
協
会
会
員
、

経
営
委
員
）
ア
オ
ウ
ゼ

▽
13
日　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
循
環
型
社

会
推
進
セ
ン
タ
ー
平
成
29
年

度
第
２
回
役
員
会
（
松
原
会

長
）
県
建
設
セ
ン
タ
ー

▽
13
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
第
15
回
理
事
会
（
松

原
会
長
）
県
建
設
セ
ン
タ
ー

▽
14
日　

地
域
に
生
き
る
建

設
企
業
経
営
講
座
＝
県
土
木

部
主
催
（
希
望
会
員
）
郡
山

市
労
働
福
祉
会
館

▽
22
日　

県
入
札
制
度
に
対

す
る
意
見
の
聴
き
取
り
調
査

（
松
原
会
長
、
猪
狩
専
務
）

杉
妻
会
館

▽
29
日　

平
成
29
年
度
第
２

回
広
報
委
員
会
（
広
報
委
員

長
、
委
員
、
事
務
局
）
協
会

事
務
所

 【
12
月
】  

▽
１
日　

平
成
30
年
度
政
府

予
算
対
策
要
望
活
動
（
松
原

会
長
）
自
民
党
本
部

▽
２
日　

知
事
を
励
ま
す
会

（
各
支
部
会
員
）
ホ
テ
ル
ハ

マ
ツ

▽
７
日　

東
北
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
平
成
29
年
度
第
７

回
理
事
会
（
松
原
会
長
）
宮

城
県
管
工
事
会
館

▽
７
日　

平
成
29
年
度
「
建

築
設
備
工
事
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
」（
松
原
会
長
、
猪
狩

専
務
）
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル

狩
哲
彦
専
務
理
事
が
出
席
し

た
。

　

働
き
方
改
革
関
連
で
は
、

就
労
環
境
の
改
善
に
向
け
て

①
週
休
２
日
制
実
施
に
対
す

る
総
合
評
価
方
式
で
の
評
価

と
実
施
状
況
の
確
認
な
ど
、

普
及
に
向
け
た
取
り
組
み
②

女
性
入
職
者
の
確
保
に
向
け

た
環
境
改
善
な
ど
女
性
活
躍

社
会
へ
の
取
り
組
み
③
工
事

関
係
書
類
の
さ
ら
な
る
簡
素

化
・
電
子
化
等
の
取
り
組
み

│
の
推
進
を
要
請
。

　

総
合
評
価
方
式
の
実
績
評

価
は
、
若
手
技
術
者
に
経
験

を
積
ま
せ
る
た
め
、
建
築
用

途
、
規
模
に
応
じ
施
工
経
験

の
条
件
を
緩
和
す
る
よ
う
求

め
た
。

　

工
期
に
つ
い
て
は
、
工
事

概
成
後
の
試
験
デ
ー
タ
取

り
、
総
合
試
験
、
運
転
調
整

作
業
に
必
要
な
期
間
を
考
慮

し
た
概
成
工
期
の
設
定
を
、

発
注
図
書
等
に
明
記
す
る
よ

う
要
請
す
る
と
と
も
に
、
設

備
工
事
受
注
者
の
責
に
よ
ら

な
い
事
由
に
よ
り
工
期
が
延

長
と
な
っ
た
場
合
の
適
切
な

契
約
変
更
、
費
用
負
担
を
要

望
し
た
。

　

当
協
会
が
加
盟
す
る
日
本

空
調
衛
生
工
事
業
協
会
東
北

支
部
（
小
野
寺
宏
允
支
部

長
）、
日
本
電
設
工
業
協
会

東
北
支
部（
佐
竹
勤
支
部
長
）

と
東
北
地
方
整
備
局
、
東
北

各
県
な
ど
主
要
発
注
機
関
と

の
平
成
29
年
度
建
築
設
備
工

事
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議 

＝
写

真
＝  

は
昨
年
12
月
７
日
、
仙

台
市
の
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
で
開
き
、①
働
き
方
改
革
・

建
設
業
の
担
い
手
確
保
②
官

民
一
体
と
な
っ
た
建
築
設
備

業
界
の
魅
力
の
発
信
・
Ｐ
Ｒ

に
向
け
た
取
り
組
み
③
分
離

発
注
の
促
進
④
総
合
評
価
落

札
方
式
で
応
募
者
に
求
め
る

施
工
実
績
⑤
適
切
な
工
期
設

定
⑥
工
期
延
期
に
係
る
適
切

な
費
用
負
担
│
の
６
項
目
で

意
見
を
交
わ
し
た
。
当
協
会

か
ら
は
松
原
兼
一
会
長
、
猪

空
衛
協
の
う
ご
き

広 報 委 員

成 瀬 　 亨

担
い
手
確
保
な
ど
議
題
に

主
要
発
注
機
関
と
意
見
交
換

建築設備東北 
ブロック会議

　

今
か
ら
三
十
数
年
前
に

入
社
し
た
当
時
は
、
ま
だ

自
社
で
施
工
し
て
い
て
、

先
輩
方
は
ほ
と
ん
ど
の
人

が
職
人
さ
ん
で
し
た
。
そ

ん
な
中
で
、
自
分
も
先
輩

に
付
い
て
現
場
で
配
管
作

業
を
実
践
し
て
い
ま
し

た
。
入
社
し
た
当
時
か
ら

社
長
と
専
務
に
は
、『
設

備
工
事
は
空
調
衛
生
設
備

の
他
に
も
消
防
設
備
や
土

木
、
建
築
に
も
幅
広
く
携

わ
っ
て
い
く
業
種
だ
か
ら

い
ろ
ん
な
資
格
の
取
得
を

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
』
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

高
卒
で
入
社
し
て
、
３

年
目
に
「
学
校
に
行
っ
て

勉
強
し
て
こ
い
」
と
言
わ

れ
、
当
時
の
高
等
技
術
専

門
校
（
現
在
の
テ
ク
ノ
ア

カ
デ
ミ
ー
会
津
）
に
入
校

し
、
勉
強
す
る
機
会
を
与

え
て
も
ら
い
、
設
備
工
事

に
関
す
る
基
礎
や
様
々
な

資
格
に
挑
戦
し
て
き
ま
し

た
。

　

会
社
に
戻
っ
て
か
ら
し

ば
ら
く
し
て
現
場
を
任
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
場

代
理
人
と
し
て
自
分
で
施

工
図
を
描
き
、
他
社
と
の

打
合
せ
も
行
い
な
が
ら
自

社
の
職
人
さ
ん
達
と
一
緒

に
配
管
作
業
を
し
て
現
場

を
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

　

20
年
ほ
ど
前
か
ら
、
先

輩
の
職
人
さ
ん
達
が
引
退

す
る
頃
に
は
、
会
社
の
形

態
も
変
わ
っ
て
き
て
現
場

の
外
注
工
事
、
作
業
も
増

え
て
き
た
こ
と
か
ら
自
分

も
現
場
管
理
が
主
体
と
な

っ
て
自
ら
配
管
作
業
や
器

具
付
け
等
の
作
業
は
し
な

く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
で
は
取
り
壊
さ
れ
た

物
件
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
こ
ろ
に
手
が
け
た
建

物
、
施
設
が
改
修
時
期
に

さ
し
か
か
り
最
新
の
設
備

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
て

い
く
中
で
、
自
分
が
繋
い

だ
配
管
や
取
り
付
け
た
設

備
機
器
が
若
い
社
員
や
職

人
さ
ん
達
に
よ
っ
て
新
し

く
さ
れ
て
い
く
の
を
見

て
、
当
時
苦
労
し
た
こ
と

を
思
い
出
し
な
が
ら
寂
し

く
も
あ
り
、
ま
た
、
生
ま

れ
変
わ
っ
て
こ
の
後
何
年

も
使
わ
れ
て
い
く
こ
と
が

う
れ
し
く
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
携
わ
っ
て
い
く
現

場
物
件
、施
設
に
お
い
て
、

ま
た
後
輩
を
指
導
し
て
い

く
上
で
も
、
今
ま
で
長
年

培
っ
て
き
た
経
験
を
生
か

し
て
土
木
・
建
築
業
者
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
業
者

と
協
力
し
合
い
な
が
ら
、

お
客
様
に
対
し
て
出
来
る

限
り
親
切
に
向
き
合
っ
て

対
応
し
、
施
設
の
利
用
者

が
快
適
で
使
い
や
す
い
施

設
を
目
指
し
て
、
後
世
に

残
っ
て
も
自
慢
で
き
る
よ

う
、
思
い
出
に
残
る
よ
う

な
品
質
の
良
い
物
を
提
供

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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